






 

l.はじめに 

  本班は,本年度を初年度とし,分担研究者小林登ほか研究協力者 15 名を以っ

て構成した。 

  計画書にあげたように,各協力者全員の協力を求めて施行すべき共通プロジ

ェクトとして,(1)気管支喘息の症状の計量評価,(2)小児気管支喘息の病型分

類,(3)難治性喘息の日常管理とリハビリテーションのための指針の作製の三項

目をあげ,またこれらに資する課題について各個においても研究することとし

た。 

  以下項目を追って,本年度の経過および得られた結果について述べる。 


